
予算要求資料
令和２年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名　新ハラール認証飛騨牛インバウンド需要
　　　　　創出事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）
農政部　農産物流通課　輸出戦略係　電話番号：058-272-1111（内2896）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11444@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　10,000千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	10,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,000

	決定額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・東京オリ・パラ大会に向けて岐阜県産食材の利用促進を図るイベント(R1.7月)の一環で、首都圏ホテル・レストラン等を対象にハラール認証飛騨牛の試食及びセミナーを開催したところ、参加者から好評を得た。

・東京オリ・パラ大会を契機に、インバウンド需要を取り込むことで、その後の国内外での需要拡大が見込まれることから、大会本番までの限られた期間内に、首都圏でのハラール認証飛騨牛の取扱レストランを確保しつつ、訪日ムスリムへの情報発信を効果的に実施する必要がある。

・また、訪日ムスリムは安心して牛肉が食べられる環境を求めている。

（２）事業内容

　　　○首都圏
　　　　・ハラール認証飛騨牛取扱レストランの発掘

　　　　・ムスリム対応ホテル等におけるハラール認証飛騨牛メニュー
　　　　　フェアの開催
　　　　・ハラール認証飛騨牛メニューフェア情報等の発信

　　　○県内
　　　　・ムスリムが多く訪れ、飛騨牛を提供する店舗の多い飛騨地域におい

　　　　　て、ハラール認証飛騨牛セミナー及び試食会の開催
　　　　・多言語対応飛騨牛取扱料理店マップの作成
（３）県負担・補助率の考え方

　　　　ハラールという特異性(行動規範、宗教団体との調整等)に留意しながら、

　　　新たなマーケットを切り開くものであり、県負担は妥当。
（４）類似事業の有無
　　　無
　　　　他産地に先駆けて、ハラール認証を取得した和牛としての飛騨牛ブランドを確立するためには、海外及び国内での対策を両輪で進めることが肝要であり、本事業は国内をターゲットとした対策である。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	340
	国内旅費

	需用費
	180
	啓発物品購入費

	委託料
	9,480
	プロモーション企画運営費等

	合計
	10,000
	


	　決定額の考え方
　飛騨牛首都圏進出プロジェクト事業費等で対応することとします。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　・「清流の国ぎふ」創生総合戦略（H31年3月策定）
　　　３（１）④　「ぎふブランド」づくり（情報発信・販路拡大）
　　・ぎふ農業・農村基本計画（H28年4月策定）
　　　２　売れるブランドづくり　（４）県産農畜水産物のグローバル展開
（２）国・他県の状況

　　有名和牛ブランドを有する県において、国内におけるハラール和牛ブランド

　　の確立支援は行っていない。
（３）後年度の財政負担
県産農産物の輸出対策の重要性は年々増している。「清流の国ぎふ」創

生総合戦略の目標年度であるＲ５年度までは県主導で施策を推進する必要

がある。
（４）事業主体及びその妥当性
　　　ハラールという特異性(行動規範、宗教団体との調整等)に留意しながら、

　　新たなマーケットを切り開くものであり、県が主体となって取組む。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	■  新規要求事業

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	　東京オリ・パ大会開催を契機に、訪日ムスリムの増加が見込まれることから、海外での販路開拓に加え、国内でのインバウンド需要創出を両輪で進めることにより、好循環による更なる輸出拡大を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	飛騨牛の年間輸出量
（ｔ）
	59.2
（H30）
	

	

	
	100
（R5）
	


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	　国内市場の縮小が見込まれる一方、訪日ムスリムは増加が見込まれることから、岐阜県産農産物のブランド価値向上及び輸出促進に係る取組は必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	　インバウンド需要の取込みによる、大会後の国内におけるハラール認証飛騨牛の需要拡大と、イスラム諸国への輸出拡大


（次年度の方向性）
	　大会後のインバウンド需要の取込みによるハラール認証飛騨牛の需要拡大に繋げる為には、継続的かつ集中的な取り組みが必要であり、引き続き効果的なＰＲを国内外で進める。


（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	
【○○課】

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


